
 

 

  

 

  

平成 27年度世界モスキートディ活動報告書 

蚊と蚊がもたらす病気を知ろう！  

開催日：平成 27年 8月 20日（木）午前 9時～午後 13時 30分 

会場：長崎大学坂本キャンパス構内 

参加者：小学生 30名、中学生 10名と保護者 

長崎大学熱帯医学研究所 

フィラリア NTD室 
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蚊と蚊がもたらす病気を知ろう！ 

はじめに  

1897年 8月 20日、イギリスの医学者ロナルド・ロスがハマダラカ蚊に刺されることによってマラリア

が感染することを発見しました。これを記念して、8月 20日は世界モスキートディと呼ばれ、世界各地

で蚊から感染する病気の伝搬を阻止するためのイベントが開催されています。 

この世界モスキートディに合わせ、長崎で初めて蚊の生態と蚊媒介感染症をテーマにしたワークショ

ップが開催されました。主催者である長崎大学熱帯医学研究所は、国内唯一の熱帯医学研究を目的

とする文部科学省所管の公的機関であり、熱帯病を含むさまざまな感染症の研究を行っています。私

たちは、このように特色ある研究機関が身近にあるという利点を生かし、長崎の子ども達に蚊や感染症

に対する興味と関心を持ってもらい、将来、熱帯医学や公衆衛生の分野で世界をリードするような人

材に育ってほしいと願っています。 

 

当日のタイムスケジュール 

9:00~9:15 受付 

9:15~9:20 開会式（熱帯医学研究所所長 森田公一先生） 

9:20~9:50 蚊と蚊媒介感染症のお話し（病害動物学分野 砂原俊彦先生） 

10:00~10:50 Round 1 

11:00~11:50 Round 2 

12:00~12:50 Round 3 

13:00~13:15 修了書授与式 （フィラリア NTD室ディレクター 一盛和世先生） 

13:15  解散・記念撮影 

 

活動報告 

当日は開会式の後、まず、病害動物学分野の砂原俊彦先生より「蚊と蚊媒介感染症のお話し」をし

ていただきました。普段身近に存在する「蚊」ですが、その生態は一般にはあまり知られてはいませ

ん。子ども達は、蚊の生態について楽しく学ぶことができました。また、血を吸う害虫としての「蚊」だけ

ではなく、病気を媒介するベクターとして感染症をコントロールするうえで蚊の生態を知ることが大切だ

という側面にも気が付くことができました。 

次に、参加者は年齢別に 3班に分かれ、班ごとに 3つの活動群（観察、採集、ミュージアム）を 1ラ

ウンドずつ回っていきました。観察活動はグローバルヘルス総合研究棟 3階実習室にて、幼虫（ボウ

フラ）、さなぎ、成虫の観察を行いました。いつも身近な「蚊」ですが、顕微鏡を使ってその構造を見て

みると口吻の構造や体の色、柄などをよく観察することができました。子ども達は、実習を通してシマカ

（やぶ蚊）とイエカを区別できるようになり、また、それぞれの雌雄の区別ができるようになりました。ま

た、ボウフラとさなぎの観察では、種類によってその活動性に違いがあること、お尻の呼吸管を水面に

出して呼吸していることなどを観察できました。 

採集活動ではキャンパス構内のグビロが丘周辺を散策しながら、前日に仕込んでおいた集卵用の

カップに産み付けられた卵を観察したり、木のうろや慰霊碑の花瓶にたまった水の中にいるボウフラや

さなぎを見つけて回ったりして、蚊が増殖する環境を確認することができました。 また、キャンパス内
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の池を観察して、なぜこの池にボウフラがいないのかを考えてもらうことで、天敵の存在や生態系という

ことを考えるきっかけになりました。 

ミュージアムツアーでは、マラリアやリンパ管フィラリア症などの貴重なサンプルや映像の解説を聞き

ながら、蚊が運ぶ病気や熱帯病について学びました。子ども達は、熱帯病に苦しむ人の写真や蚊が

口吻で毛細血管を探り当てる映像などを見てためいきや歓声を上げていました。また、ミュージアムツ

アー後は、クイズにも挑戦しました。蚊の種類や雌雄を判別したり、蚊の媒介する病気から身を守る方

法を考えたりと、かなり難易度の高い問題ばかりでしたが、子ども達はすらすらと答えることができ私た

ちも驚くばかりでした。 

展示コーナーでは、協賛各社のご協力により、実際に子ども達が防虫剤処理をした蚊帳の中に入っ

てござに寝ころがったり、普段目にすることのない大きな殺虫剤用スプレイヤーをみたりすることができ

ました。また、実際に蚊取り線香の匂いを比べたり、虫よけ剤の効果的な使用方法を聞いたりと身近な

対策方法を学ぶことができました。 

最後に、修了式では参加した子ども達全員に『蚊博士認定書』が授与されました。解散後、子ども達

はとても誇らしげに、そして嬉しそうに認定書を手にして記念撮影に収まっていました。約三時間という

長時間のワークショップであったにも関わらず、参加した子ども達全員が最後まで真剣に集中してそれ

ぞれの活動に取り組み、たくさんの知識を吸収してくれたことは私たち主催者の予想以上であり、この

イベントを通して、さらに蚊や感染症や科学全般に対する興味をもってくれるきっかけになれたのでは

ないかと考えます。 

 

当日の様子 

       

受付    エントランスホール  協賛企業様ブース 

       

森田所長挨拶  砂原先生講義  講義風景 
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観察講義   観察風景   観察風景 

      

ミュージアムツアー  ミュージアムツアー  クイズ答え合わせ 

        

採集風景   採集風景（グビロが丘）  採集風景（池周辺） 

                           

蚊博士認定書授与  蚊帳の中で遊ぶ子ども達  修了式後の記念撮影 

 

参加者の感想（アンケートより抜粋） 

 蚊は身近な虫だが、嫌われることが多く、今回のような講演、採集、観察で詳しく学ぶ機会は
本当に良かった。 

 熱帯の病気について考えるよい機会になりました。 

 参加賞の「虫コナーズ」がすごくとんちが効いてて良いと思います。 
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メディア掲載 

 NIBニュース 

 NHK長崎ニュース 

 朝日新聞 

 長崎新聞 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

朝日新聞 2015年 8月 21日 

 

                                

長崎新聞 2015年 8月 21日 
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謝辞 

本イベントを開催するにあたり協賛企業の方々、長崎大学地域教育連携支援センター、長崎大学熱

帯医学研究所、長崎大学熱帯医学・グローバルヘルス研究科の多くの方のご支援、ご協力をいただき

ました。心より感謝申し上げます。（敬称略・順不同） 

 

協賛企業 

 大日本除虫菊株式会社 

 環境機器株式会社 

 住友化学株式会社 

 イカリ消毒株式会社 

 アペックス産業株式会社 

 

長崎大学学生支援部教育支援課(教育企画) 

東 達治 

 

長崎大学熱帯医学研究所  

所長 森田公一 

熱帯医学ミュージアム 堀尾政博 

寄生虫学分野 濱野真二郎 

病害動物学分野 皆川昇 

 

 

実行委員 

 
長崎大学医歯薬学総合研究科リーディングプログラム博士課程 

今西 望（熱帯医学研究所病害動物学分野）  

嶋田 聡（熱帯医学研究所ウィルス学分野） 

外川 裕人（熱帯医学研究所原虫学分野）  

吉原 圭亮（熱帯医学研究所小児感染症学分野） 

森保 妙子（熱帯医学研究所寄生虫学分野）-委員長 

 

長崎大学熱帯医学研究所  

病害動物学分野 砂原俊彦 

フィラリア NTD室 一盛和世  

 

 

 

添付資料 

参考資料1. 募集要項チラシ 

参考資料2. 観察用ワークシート 

参考資料3. クイズ用紙 

当日配布資料1 会場地図 

当日配布資料2 写真掲載不同意書 

当日配布資料3 アンケート用紙 
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参考資料 1.  募集要項チラシ 左）おもて 右）うら 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

参考資料 2. 観察用ワークシート  

  



 2015/0825 

7 

 

 

 

 

  

参考資料 3. クイズ用紙 A)小学校低学年用、B)小学校高学年用、C)中学生用 
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当日資料 1. 会場地図 左）全体図 右）拡大図 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

当日配布資料 2. 写真掲載不同意書                                  当日配布資料 3. アンケート用紙 


